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知多半島東海層群からの植物化石

尾上　亨＊　尾崎正紀＊＊　吉田史郎＊

ONoE，T．，OzAKI，M．andYosHIDA，F．（1986）PlantfossilsfromtheTokaiGroupintheChita
　　Peninsula，Aichi　Prefecture，Japan．B窃1乙（穿60乙sμ7∂。ノψ醐，voL37（4），P．201－206．

1　は　じ　め　に

　知多半島には粘土・シルト・砂・礫からなり，第二瀬

戸内累層群に属する東海層群（石田・横山，1969）が，標

高100m以下の小起伏丘陵を形成している．東海層群

は，中新世末に発生し更新世前期に消滅した東海湖（淡

水湖）に堆積した河成一湖成堆積物であり，伊勢湾周辺

に広く分布している．

　知多半島には，中新世末から鮮新世にわたる東海層群

最下部が分布し，数10枚の火山灰層を挟むことから，詳

しい火山灰層序学・年代学的研究が行なわれている（糸

魚川，1971；牧野内，1975；牧野内ほか，1983など）．

しかし，化石については三木（1948）の植物化石を除き，

これまでほとんど報告されていない．

　最近，筆者らは東海層群に挟在する大谷火山灰層（牧

野内，1975）から，保存の良い植物化石を発見した．こ

れらの植物化石は，東海層群の植物相変遷を知る上で有

益な資料になると思われるので，ここに報告する．な

お，産出弛点を含む知多半島北部の東海層群について

は，別途報告する（吉田・尾崎，1986）．

　植物化石の同定を行なうに際し，福島大学鈴木敬治教

授からPα勧7鰐p獅0ηψ釦嬬μ5について御教示を賜わり，

国立科学博物館の植村和彦氏から有益な御助言をいただ

いた．以上の方々に厚く御礼申し上げる．

H　産地・麟準・年代

　第1図に植物化石の産出地点を，第2図に知多半島の

東海層群の層序を示す．植物化石は2地点，いずれも大

谷火山灰層から産出した．Loc．1は常滑市大谷から武

豊町に至る道路の南側の崖，L・c．2は大谷の海食崖で

あり，両地点とも筆者らの1人，尾崎によって発見され

た．大谷火山灰層の下部には，平行葉理の発達する厚さ
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今回発見された植物化石及び三木（1948）の植物化石の産

出層準を示す．

約20cmの部分があり（第3図），植物化石は両地点と

もこの部分から産した（吉田・尾崎，1986）．したがっ

て，両地点の産出層準は，大谷火山灰層内部においても

同一層準と見て良い．植物化石は，主として葉化石から

なり，その産状は葉理面と平行ないし多少の凹凸を持っ

て密集して含まれていた．

　大谷火山灰層は，牧野内ほか（1983）によつて4，3±

0．6Maのフィッショントラック年代値（grain　by　grain

法）が報告されている．しかし最近，林・藤井（1985）は，

grainbygrain法から異質粒子を除去する方法で牧野内
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植物化石の産出層準を示す．

ほか（1983）の年代値を再計算し，その値を5．24±0．41

Maとした．したがって，これらの年代値に基づくと，

大谷火山灰層の地質年代は中新世末から鮮新世初頭の間

に位置することになる．

皿　植物化石

　今回発見された植物化石のうち，現在までに同定でき

たものは，Loc．1から9種，Loc．2から12種，あわせ

て11科玉2属15種である（第1表）．

　Loc，1では，メダケと思われるPJ6励」α蜘5sp，と，3α伽

c£躍夢αg撚の両種が20個体を超え，次いでαα4郷痂
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知多半島東海層群からの植物化石（尾上　亨・尾崎正紀・吉田史郎）

第1表大谷火山灰層産及び三木（1948）の植物化石一覧表

産　地
三木（1948）

化石名
Loc。80 Loc．81

Loc．1 Loc．2

PO406α7勿5規α670吻磁 X

P5躍oJ魏κんα餓魏万 X

C観痂ghα而αsp。 X

σ卯♂o伽旛卿戯5 X

ルf8鰭9μo毎伽∫‘hα X

S69乱o伽6噸6励郷 X X

3‘溺oρ妙3∂6吻漁∫α X

め7加7諭α X

S幽c£銀伽9泌 21 5
cα吻ηo麺56μ吻4伽 X

Qμ8・6μ55ぎηo雁o磁加郷 4
Q郷郷ρ70∫oα伽α 6
qμ6泌ρ70ピ056剛α 1

Qμ8轍3疏o吻磁 X

ゆhαπ副h6卿87α X

z殿o槻観96・∫ X

B7α∫6痂ρμψμ磁 X

αηη備㈱襯6α噸ho7α X

L鰯徽吻伽8繍 1

ノ〉ψh婿ψo痂襯 X

1鷹ぬ解α痂α砲m X

功癩α励α1ρ70∫o汐伽α∫α 21

αα伽鋤c£μ吻6αψα 8 3
αα47副露cf，3h伽ん伽α 4

曜吻ガαμ傭 5 3

ル解o伽プψoη泌 X

』4687sp。 3
B配κ切α卿加 X

Sα伽∫ψoπ加 X

Bθ76h8伽α7α‘8ηヱ05α X X

P励欄ρ・0醜ψρ0碗μ3 6
瓦加c£伽π6674 X

Vitaceaegen．etsp．indet． 2
cα曜磁プψoπ加 x

α卿α・6hπα脚 X

丁名卿朋帥7剛α X

T7卿ゴ繍α X

“滋伽9伽卿副⑳伽規” 8 17

⑦曜o‘03gJα魏 X

彫吻Jo603伽ψ磁 X

T7ψ8JJ砿π伽彫7α X

P励6」α蜘5sp， 25 27

σα18κsp。 3 4

C£μα卿脚，“肱η9伽鰐襯励伽窺”1〉，Q塀備ρ7・ご・α伽α

の順に含まれている．最も多産するPJ6ぎ・痂5嬬sp．，Sα伽

c£躍醗αg撚の両種は温帯から暖帯にかけて広い分布を

示すが，＠676μ5P70磁」励α，¢Pプo」03677伽，Pα伽郷P70♂0πψ一

ρ・π蜘5は主として暖帯に分布する植物である．したがっ

て，Loc，1から産した植物群は，暖帯種によって特徴

づけられる．なお，6個体産出した、Pα伽7鰐p獅o吻一

ρ・πぬ5は，中新統に属する福島県の藤峠層下部

（SuzuKI，1960）2），石川県の柳田層（IsHIDA，1970），山

形県の今市層（ONOE，1974），新潟県の大須戸頁岩層（鴨

井ほか，1978），山形・新潟県境の関川層（藤岡・古賀，

1981）から産出が知られるのみで，東海層群を含む第二

瀬戸内累層群から初めての発見である．今後，大谷火山

灰層の地質年代との関連で，示準化石として注目すべき

種である．

　Loc．2ではPZ痂砒蜘5sp．，Lゆ蜘励α7ρ70∫opα加α‘αの両

種が20個体を超え，次いで“濯α卿μ規卿認加伽解”が

17個体と，これら3種が多産している．そのほか，4－5

個体ずっではあるがSα雄c£躍夢αg撚，（≧塀6郷吻・而・66π一

ど6襯，αα4郷廊c£3h伽んガαπα，0α縦sp．などが含まれてい

る．なお，Lガg痂ぬ励α7p70妙α1解α‘αは，Loc．2からは密

集して産するが，Loc．1には1個体も含まれていない．

Loc．2の植物群もLoc．1と同様，暖帯種が主体である．

IV考　　察

（Loc．1，2の数字は産出化石の個体数）産出地点は第2図参照

　大谷火山灰層の地質年代は前述したように，フィッシ

ョントラック年代値から中新世末から鮮新世初頭の間に

位置づけられる，この時代は，日本における新第三紀フ

ローラの変遷の上で，中新世後期の三徳型フローラか

ら，鮮新世初めの新庄型フローラヘの移行期と考えら

れ，漸次気温が低下した時期に当たる．中新世後期から

鮮新世初めに生育していた中部・近畿地方の植物は，暖

帯要素も含まれていたが，その主体は温帯性の落葉広葉

樹林から構成されていたと考えられる（TANAI，1961）．

すなわち，山地高所ではJuglandaceae，Fagaceae，

Ulmaceae，Aceraceaeなどからなるブナ帯林が繁茂し，

より高度の低い山地から丘陵，更に低地にかけては

0少μ・5吻6雛，掘磁吻μ磁，石卿磁紡α7，め鵬などの暖帯種

が，比較的多く生育していた．

　今回産出した植物群には暖帯種が比較的多く，ブナ帯

1）大谷火山灰層産の本種は，中新世から多産する躍αηgゴμ配砂

g躍ψ伽勉に酷似し同一種と思われる。しかし，これまで肱ηg彪勉

としていた化石と，現生の肋嬢μ規とを同属とするのは，それぞ
れの細脈の特徴から見て疑わしい．現在検討中である，

2）以下，地層名あとの文献は君観徽5ρ7・伽ψρ・濡螂を報告した文献
である．
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林の特徴を示す温帯性落葉広葉樹はほとんど含まれてい

ない．また，両地点を合わせて最も多産するPJ痂61観狐，

Sα傭は，主として川岸・湖沼周辺及びそれらに隣接す

る丘陵に群生する植物である．そのほか，随伴して産出

するLゆガぬ痂α7，Pα伽郷，C粥κなども同様の環境を好む

種類である．以上のことから，大谷火山灰層から産出し

た植物群は，主として東海湖に隣接した比較的高度の低

い山地，更に丘陵・低地の暖帯種からなる植生を反映し

ているものと考えられる．

　三木（1948）は，今回植物化石が発見された場所から比

較的近い美浜町河和（第1表のLoc，80）から，ルf6嬬8－

9顔α，S69励α，C伽α規o規μ規，Nψhα7，乃吻など26種を，

同じく常滑市常滑（第1表のLoc．81）から，0妙♂・5♂7・6μ5，

s8g諭α，など4種を報告し，これらの地層は鮮新統上部

の“ハ46∫α56g％吻bed”1こ属するものとした．Loc．80は，

牧野内（1975）の地質図から判断すると，大谷火山灰層の

下位約100mから約180mの層準の間に位置すると思

われる．一方，Loc。81は，吉田・尾崎（1986）の調査か

ら大谷火山灰層の直上付近に当たることが判明した（第

2図）．大谷火山灰層産の植物化石と，三木（1948）によ

って報告された植物化石とは，現在までのところ共通種

は見当たらない．しかし，いずれの産地の植物化石も，

水湿地やその周辺に生育する種類が比較的多く，しかも

暖帯種が主体となっている点で類似している．

V　ま　と　め

　知多半島の東海層群に挟まれる大谷火山灰層から，保

存良好な植物化石を採集した．植物化石は11科12属15種

からなり（第1表），jPJ6∫・伽5薦sp，，3α伽c£5μ夢αg撚，Lレ

gμ蜘励α7ρ7伽餌剛α，“魂αηg勉窺卿副ψ蜘窺”，などを多

産するほか，αα47観露c£5h伽ん伽α，泌厩吻声」傭，Cα燃

sp・，Qμ676μ5ρ70∫αz露6πα，¢　豆πoη2ぎ068πガ6％η3，ハzl彪7％3ク70♂oπψ一

Poη蜘5などを含む．

　植物化石の構成は，低地性の暖帯種が優位を占め，ブ

ナ帯林を構成する山地性の温帯種はほとんど含まれてい

ない．したがって大谷火山灰層から産出した植物群は，

東海湖に隣接した比較的高度の低い山地から低地にかけ

ての植生を反映しているものと推定される．また，今回

産出した植物化石と，三木（1948）によって知多半島の東

海層群から報告された植物化石（第1表）とは共通種は見

られないが，いずれも暖帯種が優勢で，水湿地やその周

辺に生育する種類が比較的多い点で類似する．
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